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けるフィールド学習の意義を全て理解することは
容易ではない１）が、組合を含めた定期的な会議の
たびに客観的評価を受けることで、実施目的が明
確化し、主体的な学習に繋がったことによると考
えられる。
今後、PBL学習を取り入れた地域連携を進める
には、学生達に事前学習を通じて、過去の事例や
地域連携に関しての知識をより深く学習させるこ
とが必要である。また、学部及び地域間での情報
共有を強化して、会議の議事録を確実に残す等、資料
の共有化も進めたい。さらに、PBL学習の教育的
効果を高めるために、客観的な「評価指標」の作
成や習得度を図る「評価法」の検討が必要である。
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